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言定

主E

戟
時
に
於
け
る
女
子
勢
働

大

塚

朗

lま

泊4

し

iき

産
業
持
働
線
へ
向
つ
て
の
女
子
付
労
働
の
進
出
が
念
激
左
増
加

を
見
せ
る
の
は
、
現
代
産
業
組
織
の
下
で
戦
争
に
よ
り
貸
さ
れ

る
必
至
普
通
の
現
象
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
面
か
ら
い
ふ
と
、
欧

洲
戟
手
以
来
戦
争
技
術
が
劃
期
的
の
愛
革
を
受
け
た
に
伴
れ
て

必
然
的
に
現
は
れ
た
所
謂
全
般
戦
争
(
【
)
司
吋
D
E
O
丙
ユ
£
)
の

現
象
形
態
に
於
け
る
一
一
闘
で
も
あ
る
。
か
く
て
大
戦
中
に
欧
洲

の
交
戦
各
閣
で
は
、
い
づ
れ
も
顕
著
に
右
の
現
象
が
経
験
さ
れ

た
。
以
下
、

シ
ョ
ッ
ト
ウ
ヱ
ル
教
授
編
纂
の
『
世
界
戦
争
の
経

済
史
及
び
枇
命
同
決
議
書
』
に
局
し
て
ゐ
る
塊
洪
岡
部
門
中
の

忠
世
『
戦
時
労
働
嗣
係
の
統
制
』
に
長
さ
め
ら
れ
て
ゐ
る
7

ロ
イ

品

T

ン

V
P
ツ
ヒ
氏
『
戦
時
に
於
け
る
女
子
持
働
一
に
減
っ
て
、
首

戦
時
に
於
け
る
女
子
第
働

時
抽
骨
太
利
に
諮
っ
た
同
問
題
の
種
h

相
に
つ
き
概
要
を
窺
っ
て

見
ゃ
う
と
忠
ふ
。

ーー

女
子
勢
働
の
使
用
部
門

一
鰻
、
戦
時
中
に
女
子
持
協
は
如
何
な
る
部
門
に
使
用
さ
れ

た
か
と
い
ふ
に
、
そ
れ
は
品
川
ん
ど
凡
有
る
部
門
に
於
て
官
あ
っ

た
。
斯
様
に
無
差
別
に
事
賓
如
何
友
る
方
面
に
も
女
子
の
使
矧

が
出
来
や
ろ
と
は
、
誠
比
誰
人
に
も
案
外
の
と
と
で
あ
っ
た
。

買
際
従
来
人
は
女
子
の
適
際
性
及
び
習
熟
能
力
と
い
ふ
も
の
を

徐
り
に
低
〈
評
債
し
過
ぎ
て
来
て
ゐ
た
の
で
ち
る
。
事
責
は
男

子
第
働
者
よ
り
も
女
子
労
働
者

ω
方
が
寧
る
一
一
度
仕
事
の
習
熟

に
蓮
か
で
あ
っ
た
。

先
づ
最
初
は
家
内
労
働
峨
と
事
務
所
労
働
峨
と
に
新
た
に
数

千
の
女
子
持
働
が
入
込
ん
だ
の
だ
が
、
や
が
て
彼
女
等
は
諸
k

の
軍
需
工
場
及
び
交
通
事
業
持
務
に
新
規
の
働
き
口
を
見
出
し

た
。
交
通
事
業
持
務
で
は
市
街
電
車
の
一
護
持
手
、
郵
便
配
達
、

車
鴨
洗
機
係
、
照
明
係
、
瓦
斯
及
び
電
気
調
節
係
、
貨
物
自
動

車
運
特
子
、
電
気
及
び
蒸
拾
い
起
重
機
操
縦
係
、
荷
積
場
係
等
に
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職
時
に
於
け
る
女
子
勢
働

な
つ
で
働
い
た
。
そ
れ
か
ら
運
搬
夫
、
荷
卸
係
、
火
夫
等
に
も

を
つ
で
触
岡
山
や
製
鈴
所
等
に
働
い
た
。
特
に
金
属
工
業
、
機
械

製
作
工
業
で
は
、
車
に
各
種
の
軽
弊
働
ば
か
り
で
友
く
、
更
に

戦
争
の
一
揚
ム
口
で
も
な
か
っ
た
な
ら
到
底
人
が
女
子
に
関
聯
し
て

考
へ
も
及
ば
た
か
っ
た
で
る
ら
う
や
う
た
作
業
に
従
事
し
た
の

で
あ
る
。
部
ち
、
旋
繋
作
業
、
共
の
他
の
工
作
機
作
業
、
熔
接

作
業
等
に
使
用
さ
れ
た
。
た
も
又
製
健
所
、
金
属
工
業
等
で
は

非
常
に
分
業
の
程
度
を
高
め
、
更
に
補
助
機
椛
の
助
力
を
侯
つ

て
始
め
て
彼
女
等
の
使
用
が
可
能
に
さ
れ
た
と
い
ふ
揚
合
も
少

〈
友
い
。
光
事
器
工
揚
で
は
精
密
務
働
や
機
械
持
働
に
使
用
さ

れ
た
。
火
気
性
物
館
、
爆
禁
性
物
館
生
産
工
揚
で
は
仕
上
り
口
聞

の
検
査
に
女
子
の
適
性
が
見
出
さ
れ
た
。
叉
皮
革
品
工
場
で
は

鞍
や
靴
等
の
裁
縫
仕
事
に
使
は
れ
た
。
紙
製
品
工
揚
や
柄
工
担
額

染
色
工
場
等
で
は
戦
時
中
殆
ん
ど
専
ら
女
子
が
使
用
さ
れ
て
ゐ

た
の
で
あ
る
。
木
材
加
工
揚
で
は
又
孔
穿
作
業
、
研
磨
作
業
、

切
仕
立
作
業
等
に
従
事
し
た
。

女
子
第
働
者
増
加
の
獄
勢
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営
時
維
納
市
に
二
積
の
犬
家
疾
病
会
庫
が
る
っ
た
。

自主

持

働
者
疾
病
金
庫
一
h
f
g丘
2
0

〉『

E
E
R
E
E
r
g
r言
。
)
と

地
方
疾
病
金
庫
(
∞

S
-
r
u
t
s
r岳民
ω
自
)

ム
」
で
あ
る
。
今
右

の
中
で
一
般
勢
働
者
疾
病
金
庫
の
加
入
者
数
の
動
き
を
見
て
‘

そ
れ
に
よ
っ
て
常
時
に
於
け
る
女
子
第
働
者
増
加
の
般
勢
を
窺

は
し
む
べ
品
C

一
つ
の
指
標
を
得
る
と
と
に
し
ゃ
う
d

同
社
と
で
は
戦
争
開
始
の
前
年
邸
中
h
J

一
丸
一
一
一
一
年
に
五
八
、
日
一

九
六
人
の
友
子
加
入
者
が
あ
っ
た
の
だ
が
、

一
丸
一
五
年
に
は

そ
れ
が
七
て

一
三
三
人
に
増
加
し
て
ゐ
る
。
二
一

7
二
%
の

増
加
で
あ
る
一
九
一
六
年
に
至
っ
て
女
子
加
入
者
数
が
六
八
、

四
七
八
人
に
低
下
し
た
が
、
間
期
に
男
子
加
入
者
数
の
低
下
は

一
屠
甚
し
く
、

入
者
構
成
紙
態
が
戦
争
の
影
響
で
如
何
に
愛
O
た
か
、
そ
れ
を

一七、

0
0
0人
も
減
少
し
た
。
同
金
庫
の
加

年
齢
別
・
性
別
に
分
析
し
た
も
の
を
次
表
に
掲
げ
る
。

左
の
表
に
現
は
れ
た
構
成
か
ら
見
れ
ば
、

一
九
一
五
年
に
は

一
九
一
一
一
一
年
と
比
較
し
て
、

一
八
歳
乃
至
五

O
歳
の
男
子
加
入

者
が
二
千
人
絵
り
も
減
少
し
た
。
其
の
聞
こ
れ
に
劃
し
て
、
五

O
歳
以
上
の
老
年
男
子
加
入
者
は
約
四
千
人
、
又
一
七
歳
迄
の



少
年
男
子
加
入
者
及
び
女
子
加
入
者
は
雨
者
合
計
で
一
高
六
千

人
以
上
も
増
加
し
た
と
と
が
分
か
る
。
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投
手
勢
働
者
増
加
の
原
因

欧
洲
戦
争
中
各
国
に
於
け
る
女
子
持
働
者
増
加
の
原
因
を
友

し
た
も
の
に
主
要
友
二
つ
の
契
機
が
あ
る
。
就
中
何
庭
の
図
を

見
て
も
大
衆
生
活
の
困
窮
と
い
ふ
と
と
は
甚
だ
重
要
友
原
因
で

あ
っ
た
。
何
底
如
何
左
る
場
合
に
も
父
乃
至
家
計
維
持
者
た
る

も
の
が
戦
場
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
射
し
て
岡
家
の
救

護
や
補
給
は
あ
っ
て
も
一
方
に
物
債
の
騰
貴
が
起
っ
て
ゐ
た
際

ム
」
て
、

そ
れ
だ
け
で
は
到
底
家
族
の
糊
口
を
賄
ふ
の
に
充
分
で

た
か
っ
た
。

と
れ
は
交
戦
各
図
ど
こ
で
も
皆
事
情
を
一
に
し
て

職
時
に
於
け
る
女
子
努
働

ゐ
た
。
物
債
騰
貴
の
こ
と
に
言
及
す
る
な
ら
、
{
昆
臆
裂
表
で
挺

に
一
九
一
五
年
に
英
圏
、
濁
治
、
塊
太
利
、
伊
太
利
等
に
顕
著

な
物
債
騰
貴
の
起
っ
た
こ
と
が
数
字
を
以
て
明
か
に
さ
れ
て
ゐ

る。

一
九
一
六
年
陀
は
英
闘
で
戦
前
物
債
の
八
一
%
、
同
じ
く

塊
太
利
で
二
O
O
%
強
の
物
債
上
昇
に
友
っ
て
ゐ
る
。
か
h
A

る

物
債
欣
況
の
下
で
は
、
卒
常
物
債
を
基
準
の
給
護
を
受
け
て
も

そ
れ
だ
け
で
家
族
の
糊
口
を
支
へ
難
い
は
い
ふ
を
侠
た
友
い
。

だ
か
ら
、
各
閲
ど
こ
で
も
女
子
が
持
働
総
に
匙
出
し
て
家
計
の

資
を
様
相
吋
し
な
凶
り
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
詳
で
あ
る
。

と
と
ろ
が
又
一
方
で
は
、
此
の
生
活
困
窮
に
基
く
女
子
の
求

峨
に
針
し
て
針
官
底
的
に
現
は
れ
て
一
一
居
女
子
弊
働
の
進
出
を
促

進
し
た
他
の
契
機
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
出
狂
に
よ
る
男
子
第

働
者
の
空
席
を
女
子
弁
働
者
に
よ
っ
て
充
蛍
せ
ん
と
す
る
各
園

一
様
の
努
力
で
あ
る
。
即
ち
各
閣
の
陸
軍
省
皆
同
じ
で
あ
る
が

填
太
刺
陸
軍
省
で
は
一
九
一
五
年
に
一
つ
の
告
識
を
裂
し
、
女

子
が
男
子
の
空
席
を
充
営
し
で
労
働
線
に
立
ち
、

一
人
で
も
多

〈
の
男
子
を
戦
場
に
詮
り
得
る
や
う
に
、
多
数
の
者
が
進
ん
で

申
告
す
べ
き
旨
女
子
に
向
っ
て
要
求
し
た
。

一
方
諸
企
業
に
封

第
四
十
六
巻
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戦
時
に
於
け
る
女
子
労
働

し
で
は
、
他
の
方
商
に
女
子
失
業
者
の
出
た
場
合
、
時
を
移
さ

や
迅
速
に
こ
れ
に
関
す
る
内
報
を
興
へ
た
の
で
あ
る
@
其
の
他

更
に
、
女
子
に
針
す
る
出
徒
留
守
給
護
の
職
能
を
捨
営
し
て
ゐ

た
委
員
舎
に
向
っ
て
、
児
女
無
く
搾
働
能
力
有
る
女
子
、
出
家
族

数
少
〈
持
働
能
力
有
る
女
子
、
或
は
祖
母
が
有
っ
て
児
女
の
世

認
を
見
る
と
と
の
出
来
る
場
合
、
と
れ
ら
に
針
し
給
護
そ
停
止

す
ぺ
き
旨
の
一
不
透
が
表
せ
ら
れ
た
。
蓋
し
、
彼
女
等
は
持
働
線

に
立
つ
ぺ
き
も
の
で
る
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
ほ
女
子
弁

働
者
勧
誘
局
が
設
置
さ
れ
て
、
そ
と
で
は
女
子
に
向
っ
て
弊
働

線
に
立
つ
べ
き
気
構
へ
を
鼓
舞
す
る
震
に
、
或
は
軍
需
工
揚
持

働
の
高
賃
銀
を
説
き
、
或
は
仕
事
の
口
の
前
約
束
を
し
た
の
で

あ
っ
た
。

五

女
子
の
勢
働
時
間

女
子
柑
労
働
に
支
携
は
れ
た
賃
銀
李
の
水
準
は
大
胆
恒
男
子
持

働
賃
銀
率
水
準
の
三
分
の
二
程
度
に
蛍
る
低
い
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
で
も
女
子
弊
働
者
を
掘
り
立
℃

L
自
ら
進
ん
で
努
働

線
に
進
出
す
る
に
至
ら
し
め
た
と
同
じ
動
閃
が
又
女
子
叫
労
働
者

第
四
十
六
巻
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七
六

宮事

務

O 

を
し
て
ど
ん
友
に
長
い
努
働
時
間
で
も
、
甘
ん
じ
て
そ
れ
に
服

役
す
る
や
う
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
女
子
労
働
者
の
過

長
州
労
働
が
如
何
に
彼
女
等
に
と
り
健
康
破
壊
を
意
味
す
る
か
を

彼
女
等
に
悟
ら
せ
る
こ
と
は
桜
め
て
悶
難
の
こ
と
な
あ
っ
た
。

共
の
次
第
は
、

一
九
一
七
年
に
紘
納
で
起
っ
た
犬
労
働
騒
按
の

結
果
正
規
昨
間
外
叫
労
働
廃
止
が
制
定
書
れ
た
場
合
に
、
多
数
の

女
子
山
労
働
者
は
依
然
時
間
外
持
働
の
鰭
績
を
欲
す
る
旨
主
張
し

て
ゐ
た
の
で
も
分
か
る
。
彼
女
等
と
し
て
今
の
揚
ム
口
に
健
康
の

こ
と
は
ど
う
で
も
よ
い
。
戦
争
が
済
ん
で
夫
が
戟
揚
か
ら
煽
っ

て
来
る
践
に
は
、
彼
女
等
は
も
う
再
び
工
場
に
勤
め
る
や
う
友

こ
と
に
は
な
ら
ぬ
か
ら
・
共
の
時
に
友
っ
て
悠
る
悠
る
保
養
す

る
と
と
が
出
来
る
で
は
友
い
か
、
と
い
ふ
の
が
彼
女
等
の
主
張

で
あ
る
。

此
の
自
ら
進
ん
で
時
間
外
弁
働
に
服
す
る
態
度
は
他
方
に
於

い
て
叉
同
時
に
、
殆

E
驚
異
と
す
る
の
他
た
き
無
比
の
勤
勉
精

働
を
伴
っ
て
ゐ
た
。
男
子
持
働
者
遣
が
一
日
の
仕
事
負
捲
量
を

引
績
き
加
増
さ
れ
て
と
れ
が
仕
上
げ
の
不
可
能
を
訴
へ
出
で
た

際
に
、
女
子
第
働
者
逮
は
進
ん
で
共
の
過
剰
課
業
分
を
男
子
の

詳細は Hanusch，F.， a. a. O. SS. 401-407参照。*) 



手
か
F
引
受
け
ゃ
う
と
申
し
出
た
こ
と
が
屡
を
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
盆
ミ
長
い
残
業
を
請
願
し
た
り
、
十
四
時
間
も
の
勢
働
に

服
し
た
り
す
る
や
う
な
こ
と
が
趨
っ
た
。

た
だ
こ
と
で
人
民
考
へ
て
貰
は
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
其
の
問
題
の
女
子
労
働
者
と
い
ふ
の
は
品
川
ん
ど
締
て
が

既
婚
の
従
っ
て
子
持
ゆ
り
の
人
法
で
あ
り
、
賃
銀
縁
ぎ
の
労
働
の

後
で
は
家
庭
に
賜
っ
て
煩
瑛
多
量
の
家
政
雑
務
を
賄
っ
て
出
ね

ぽ
注
ら
ぬ
人
法
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
?
あ
る
。

h
，、戸
-PCF

i

t

-
一一、

持
慨
に
於
け
る
長
時
問
弁
働
、
川
栄
養
不
足
が
丈
一
十
の
健
康
及
川
山

生
活
力
に
及
ぽ
す
第
響
の
伺
た
る
か
は
容
易
に
知
り
得
ら
れ
る

と
と
で
あ
ら
う
。

一
穂
右
の
揚
ム
口
女
子
に
と
っ
て
の
終
夜
勤
務

と
い
ふ
こ
と
は
如
何
友
る
意
味
を
持
っ
と
と
に
な
る
か
。
犬
抵

の
女
子
持
働
者
に
と
っ
て
そ
れ
は
殆
ん
で
完
き
睡
眠
紋
如
と
い

ふ
こ
と
に
友
る
。
暁
方
に
家
に
蹄
れ
ば
児
女
と
家
政
雑
務
ー
と
が

待
ち
構
へ
て
ゐ
て
自
殺
に
就
く
暇
も
無
〈
そ
れ
ら
の
用
事
を
済
ま

さ
友
け
れ
ば
な
ら
ね
。
仕
事
が
一
段
落
に
な
っ
て
も
、
日
中
他

の
家
族
が
起
き
て
ゐ
る
と
同
じ
部
屋
で
ゐ
ち
沿
ち
睡
眠
の
と
れ

ゃ
う
筈
が
無
い
。
か
や
う
に
し
て
休
養
の
暇
も
友
〈
再
び
夜
が

戦
時
に
於
け
る
女
子
柏
町
働

来
て
勤
務
忙
出
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
夜
間
勤
番
の
一
週
間
中

に
僅
か
三
時
間
の
睡
眠
を
と
っ
た
だ
け
だ
と
語
っ
た
女
子
持
働

者
も
多
い
の
で
あ
る
。
よ
く
そ
れ
で
韓
が
漬
れ
て
仕
舞
は
な
か

っ
た
も
の
だ
と
人
は
不
思
議
に
思
は
ね
ば
左
ら
ぬ
。
そ
れ
で
も

向
且
つ
彼
女
等
は
舎
一
間
に
児
女
の
世
話
を
見
、
又
家
政
雑
務
を

庭
現
し
得
ん
矯
め
自
ら
進
ん
で
夜
間
勤
番
を
請
願
し
た
と
、
上

部
シ
レ
ジ
ヤ
地
方
の
諸
製
鍛
工
場
か
ら
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
。
製

鍛
工
場
で
は
十
二
時
間
交
代
で
女
子
が
高
熱
、
過
操
、
又
は
夫
、

冷
の
作
業
場
で
激
務
に
従
事
し
亡
ゐ
た
の

E
あ
る
。

六

女
手
陣
野
働
者
に
針
ナ
る
男
子
第
働
者
の
態
度

持
働
線
へ
の
女
子
廿
労
働
者
進
出
が
念
に
著
し
き
も
の
に
な
り

崎
汗
働
線
開
共
闘
党
の
現
象
が
現
は
れ
る
に
作
れ
て
、

一
つ
の
特
殊
持

働
問
題
が
こ
こ
に
惹
起
さ
れ
怠
け
れ
ば
友
ら
ね
。
問
題
は
次
の

事
情
に
主
要
友
根
擦
を
持
っ
て
ゐ
る
。
邸
ち
従
来
は
男
子
持
働

者
に
上
っ
て
行
は
れ
て
ゐ
た
多
く
の
仕
事
が
戟
時
中
多
数
の
女

子
に
よ
っ
て
入
り
替
は
ら
れ
た
。
加
之
、
女
子
第
働
は
男
子
崎
町

働
よ
り
も
低
廉
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
成
程
仕
事
の
時
間
賞
り

第
四
十
六
巻

第

競

一
一

四
七
七



職
時
に
於
け
る
女
子
勢
働

能
率
は
低
く
て
も
雇
主
と
し
て
は
時
聞
の
延
長
と
女
子
従
事
者

教
の
増
加
と
に
よ
っ
て
優
に
そ
れ
の
型
合
せ
を
つ
け
る
と
と
が

出
来
た
誇
で
あ
る
。

か
ぐ
て
・
女
子
労
働
は
弁
働
者
仲
間
に
於
い
て
往
々
摩
際
相

刻
を
醸
成
す
る
原
因
に
な
ヲ
た
。
殊
に
長
期
の
相
官
練
を
要
せ
ね

粗
質
勢
働
に
つ
い
て
は
非
常
に
康
守
一
刻
子
務
働
者
が
女
子
務
働

者
に
謝
し
て
激
烈
な
敵
意
を
示
し
た
。
そ
れ
は
た
だ
男
性
の
両

目
自
負
と
い
ふ
と
と
か
ら
の
み
で
は
た
く
、
女
子
持
働
が
賃
銀

引
下
の
方
向
に
作
用
し
、

E
つ
女
子
第
働
者
が
粧
済
的
関
係
を

等
閑
に
附
し
乃
至
は
そ
れ
に
つ
い
て
無
智
な
る
と
と
が
粧
管
内

持
働
傑
件
の
一
般
的
悪
化
を
惹
起
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に

も
不
拘
、
男
子
第
働
者
の
判
断
に
た
い
て
ピ
さ
へ
女
子
弊
働
の

作
業
能
量
は
積
極
的
に
肯
定
さ
れ
て
ゐ
た
。

機
械
労
働
同
盟
の
報
告
中
次
の
や
う
に
漣
ぺ
ら
れ
て
ゐ
る
。

『
女
子
の
勢
働
は
‘
男
子
の
持
働
に
於
い
て
聞
紙
著
で
あ
り
又
仕
事

自
樟
の
性
質
も
こ
れ
を
要
求
す
る
と
と
ろ
の
、
同
一
長
時
間
作

業
へ
の
注
意
の
集
中
と
い
ふ
離
に
、
弱
結
を
一
示
す
の
を
売
れ
な

ぃ
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
女
子
の
熟
練
、
勤
勉
と
い
ふ
黙
は
具

第
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十
六
巻

第

量是
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存
友
く
こ
れ
を
認
め
友
け
れ
ば
左
ら
お
。
た
ピ
右
の
如
き
依
駈

を
持
つ
か
ら
、
技
術
的
製
同
作
求
や
共
の
他
に
叉
重
量
作
業
で

は
女
子
は
男
子
の
半
分
程
度
の
作
業
能
率
に
し
か
過
帽
ぜ
な
い
。

尤
も
前
者
の
作
業
で
は
分
業
を
高
度
に
進
め
た
揚
合
大
い
に
成

献
の
改
普
を
見
た
。
事
務
所
第
務
や
助
手
的
勢
務
で
同
女
子
務

働
の
成
績
が
湛
た
良
好
だ
が
、
此
の
揚
ム
口
に
諮
問
さ
れ
狩
る
も

の
は
普
通
の
女
子
持
働
者
で
は
た
く
、
賓
科
高
女
か
乃
至
高
等

専
門
事
校
四
純
度
の
教
育
を
受
け
た
女
子
弊
働
者
だ
け
で
る
る
o」

又
一
般
の
筒
別
的
報
告
で
も
、
女
子
第
働
者
は
そ
れ
の
習
熟
に

長
期
の
修
業
を
要
す
る
強
雑
に
し
て
系
統
的
投
性
質
の
作
業
を

喜
ば
ゃ
、
続
時
間
に
仕
上
げ
ら
れ
る
簡
単
た
仕
事
を
椴
迎
し
た

と
沈
一
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
女
子
持
仰
に
於
け
る
か
A

る
特
性
は
本

来
女
子
の
間
有
の
性
質
に
根
ざ
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
よ
り
も
、
長

い
問
の
家
庭
内
に
於
凶
り
る
女
子
第
務
め
慣
習
が
今
工
易
務
働
に

従
事
し
て
か
L

る
障
碍
を
つ
く
勺
た
原
則
闘
に
去
っ
て
ゐ
る
と
見

る
べ
き
だ
ら
う
。

男
子
第
働
者
と
女
子
第
働
者
と
の
聞
の
個
人
的
交
際
航
態
は

女
子
従
業
務
働
者
の
大
部
分
が
戦
時
に
た
っ
て
念
に
入
り
込
ん



で
来
た
と
い
ふ
工
場
に
あ
っ
て
は
.
遺
憾
友
が
ら
健
全
園
満
に

行
か
な
か
っ
た
鮎
が
多
い
。
殊
に
凶
血
管
.
職
長
、
下
級
峨
員
、

上
級
峨
ヱ
等
が
冊
峰
、
、
野
卑
下
等
友
方
法
で
女
子
持
働
者
を
叱
責

じ
た
り
、
又
徐
り
に
馴
々
し
〈
或
は
意
地
悪
き
不
遜
の
態
度
を

示
し
た
り
し
て
、
女
子
弁
働
者
の
心
境
を
味
気
な
き
も
の
に
し

た。
持
働
線
へ
向
つ
て
の
女
子
持
働
者
の
大
量
的
殺
到
に
つ
い
で

男
子
帥
労
働
者
側
で
と
っ
た
怒
田
畑
出
は
個
人
的
に
も
亦
組
織
的
に
も

口

山

中

々

一

抽

伴

車

内

」

二

道

、

J

Z

。

匝
J

L
帯

E
T
カ

J
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し
か
し
、
概
し
て
弊
似
組
合
と
し
て

』土

一
部
に
法
令
を
以
て
女
子
労
働
を
禁
止
す
べ
し
と
唱
へ
る

も
の
も
あ
っ
た
の
だ
が
、

一
般
に
は
女
子
第
働
進
出
の
必
然
と

一
方
又
筒
k
H
W
働
者
家
庭
へ
の
利
益
と
い
ふ
結
と
を
認
識
し
て

問
題
を
冷
静
に
客
観
的
に
取
扱
っ
て
ゐ
た
。
た
官
、
官
吏
組
合

だ
凶
り
は
別
で
あ
っ
て
、
右
と
具
り
常
に
女
子
の
任
命
に
反
針
し

で
屡
を
女
子
住
命

ω
一
義
的
一
般
的
禁
止
を
要
求
し
た
。

七

鞍
時
に
於
け
る
女
子
第
働
者
の
保
護

女
子
持
働
者
の
多
〈
は
、
叫
労
働
組
合
に
加
入
し
て
ゐ
恋
か
っ

た
。
更
に
、
女
子
持
働
者
に
針
し
て
は
戟
時
服
務
法
(
内
=
£
?

鴇
時
に
於
け
る
女
子
勢
鋤

一
色
包
ロ
是
認
3
2
N
)

の
適
用
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
此

の
法
律
は
一
般
に
凡
有
る
賃
銀
闘
争
を
禁
止
し
て
ゐ
た
の
で
あ

る
。
弁
働
組
合
側
で
は
忍
耐
強
〈
女
子
M

労
働
者
の
獲
得
に
努
力

し
た
の
だ
が
、
漸
く
戦
宇
の
最
後
の
月
に
な
っ
て
女
子
持
働
者

組
織
の
結
成
を
見
た
に
過
ぎ
ぬ
程
で
、
そ
れ
迄
は
一
切
の
苦
心

努
力
も
水
泡
に
腕
し
て
ゐ
た
。
か
L
る
事
情
で
女
子
第
働
に
針

ず
る
賃
銀
引
と
と
い
ふ
こ
と
は
、

一
方
で
憎
労
働
組
合
も
大
い
に

ム

ー

ビ

ー

=
;
L
K
?
l
:
i
s
-
:
ー

主
ア
《
伺
制
収
苫
r
ほ
μ
y
f
L
冗
に
穴
げ
れ
ど
も

妓
川
市
の
献
に
な
れ

r
z戸、
1
λ
r
λ
j
d
h
工
ョ
つ
士
C

号
、
了

cf卜
J
F
F
-

も

b

t
J
Y
』

4
u
t，
刃
[
〈

F
首
f
d

声
名
ら
何
回
が
で
日
と
U

J

に
、
そ
れ
は
、
女
子
持
働
の
保
護
に
つ
い
て
甚
だ
冷
淡
で
あ
っ

た
。
た
ピ
一
つ
裁
縫
畑
町
働
に
つ
い
て
の
最
低
賃
銀
制
度
が
制
定

さ
れ
賓
施
さ
れ
た
。

と
れ
が
後
に
も
、
先
に
も
填
太
利
で
五
ケ

年
間
の
械
時
中
に
資
現
さ
れ
た
唯
一
の
女
子
持
働
保
識
施
設
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
@

填
太
利
の
戦
時
に
於
け
る
女
子
持
働
の
功
業
に
闘
し
て
は
、

唯
一
伺
を
以
て
共
の
要
を
悲
し
得
ぺ
き
言
葉
が
あ
る
。

『
女
子
は
其
の
義
務
を
議
し
た
、
し
か
し
枇
舎
は
彼
女
等
に
針

ナ
る
義
務
を
山
市
た
さ
な
か
っ
た
。
」

努
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六
巻

四
七
九

事高

裁

此の勤は英闘に於いて1916年には軍需工業努働者保護法が制定せられ、又一
方には内務省、軍需省、努働省等各省の関係局諜の協力的努力によって行政
的に指導された全倒的の運動に主主き女子労働が各般の方面に於いて積極的計
劃j的に保護されたのと大いに事情が異ってゐる。 cι .Anderson，A. M.， 
苛Vomenin tlte Factory， 1922， p. 2S4伍

持〕


